
の両雄酒会
下諏訪宿
本陣岩波家j

来
月
3
日
か
ら
遺
刀
展

県
宝
に
指
定
さ
れ
る
下
諏
訪
町
の
下
諏
訪
宿
本
陣
岩
波
家
で
5
月
3
～
5
の
3

日
間
、
「
相
楽
総
三
・
桐
野
利
秋
遺
刀
展
～
1
5
7
年
ぶ
り
の
両
雄
の
再
会
・

信
州
の
幕
末
ロ
マ
ン
」
が
開
か
れ
る
。
赤
報
隊
隊
長
で
勤
王
志
士
の
相
楽
総
三
の

懐
刀
と
、
「
人
斬
り
半
次
郎
」
の
異
名
を
持
つ
桐
野
利
秋
（
中
村
半
次
郎
）
の
大

太
刀
と
さ
れ
る
二
振
り
の
刀
を
特
別
公
開
。
同
じ
時
代
を
生
き
た
両
雄
の
刀
が
、

時
を
経
て
、
相
楽
が
処
刑
さ
れ
た
下
諏
訪
の
地
で
相
ま
み
え
る
。
　
（
浜
武
司
）

す
る
佐
藤
肇
祐
さ
ん
㊨
と
岩
波
太
佐
衛
門
尚
宏
さ
ん

相
楽
総
三
は
大
政
奉
遷
を
掲
げ

て
赤
報
隊
を
結
成
し
、
同
志
と
と
も

に
行
動
し
た
勤
王
志
士
で
、
最
後
は

「
偽
官
軍
」
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
下

諏
訪
宿
の
外
れ
で
処
刑
さ
れ
た
悲

運
の
志
士
。
相
楽
の
懐
刀
は
刃
渡

り
約
1
6
琴
。
当
時
の
岩
波
家
当
主

・
岩
波
太
佐
衛
門
の
日
記
に
「
処

刑
さ
れ
る
直
前
に
託
し
た
」
と
の

記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
代
々
岩

波
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
遣
刀
だ
。

一
方
、
桐
野
利
秋
は
幕
末
の
四

大
人
斬
り
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、

西
郷
隆
盛
の
右
腕
と
言
わ
れ
た
英

傑
で
、
西
南
戦
争
で
戦
死
し
て
い

る
。
桐
野
の
刀
は
刃
渡
り
約
6
8
巧

で
、
そ
り
の
少
な
い
大
太
刀
。
歴

史
刀
剣
探
究
家
の
佐
藤
肇
祐
さ
ん

（
哲
＝
松
本
市
＝
が
所
有
。
刀
身

と
こ
し
ら
え
、
白
さ
や
が
そ
ろ
っ

て
お
り
、
日
本
刀
剣
保
存
会
の
鑑

定
書
が
あ
る
と
い
う
。

幕
末
期
の
歴
史
も
研
究
し
て
い

る
佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
西
郷
隆

盛
の
指
示
で
相
楽
総
三
と
浪
士
た

ち
を
薩
摩
藩
邸
で
か
く
ま
っ
て
い

き
」
と
な
ど
か
ら
、
相
楽
が
戊
辰

戦
争
で
桐
野
の
部
隊
に
参
加
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
り
、
相
楽
と
桐

野
に
強
い
接
点
が
あ
っ
た
可
能
性

は
高
い
と
い
う
。

「
刀
の
展
示
を
通
し
て
、
相
楽

総
三
と
桐
野
利
秋
の
世
直
し
と
言

え
る
幕
末
ロ
マ
ン
を
多
く
の
人
に

発
信
し
た
い
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
。

岩
波
家
現
当
主
の
岩
波
太
佐
衛
門

尚
宏
さ
ん
（
5
3
）
は
「
当
時
の
当
主

が
相
楽
か
ら
預
か
っ
た
大
切
な
刀
。

耶
ず
は
信
州
の
人
に
相
楽
総
三
を

っ
て
も
ら
い
、
全
国
的
に
相
楽

の
認
知
を
高
め
る
活
動
も
し
て
い

窮
貼
仙
紺
㌍
中

学
生
以
下
4
0
0
円
。
公
開
時
間

職
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
。
問
い

合
わ
せ
は
下
諏
訪
宿
本
陣
岩
波
家

六
電
話
0
2
6
6
・
2
8
・
7
0

ち
5
）
へ
。


